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奄美群島国立公園指定に伴う12市町村合同企画

　
国
立
公
園
は
、
日
本
を
代
表
す
る
自
然
の
風
景
地
と
し
て
、
自
然
公
園

法
に
基
づ
き
、
国
が
指
定
す
る
も
の
で
す
。
す
ぐ
れ
た
自
然
を
守
り
、
そ

の
感
動
を
味
わ
い
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
後
世
に
伝
え
て
い
く
た

め
に
、
環
境
省
を
は
じ
め
、
地
域
の
関
係
機
関
や
団
体
等
が
協
力
し
て
、

自
然
の
保
護
と
利
用
を
推
進
す
る
た
め
の
様
々
な
取
り
組
み
が
計
画
・
実

施
さ
れ
ま
す
。

　
奄
美
群
島
国
立
公
園
は
平
成
29
年
３
月
７
日
に
全
国
で

34
番
目
の
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
奄
美
群
島
12
市
町
村
合
同
企
画

奄
美
群
島
国
立
公
園
誕
生

　
　
　
　
　
　

生い
の
ち命

に
ぎ
わ
う
亜
熱
帯
の
シ
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
森
と
海
と
島し

ま
っ
ち
ゅ人の

暮
ら
し
～

施設整備事例

国
立
公
園
と
は

国
立
公
園
の
利
用

　
国
立
公
園
を
訪
れ
る
観
光
客
や
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が
適

正
に
自
然
を
体
験
し
て
楽
し
む
た
め
に
必
要
な
施
設
を
計
画

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
に
基
づ
き
公
園
事
業
と
し
て
国
や
地

方
自
治
体
、民
間
事
業
者
が
施
設
の
設
置
・
整
備
を
行
い
ま
す
。

 

　
ま
た
、
国
立
公
園
で
行
わ
れ
る
様
々
な
自
然
体
験
活
動
（
例

え
ば
、
登
山
や
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
、
野
鳥
観
察
な
ど
）
に
お
い

て
、
マ
ナ
ー
の
普
及
啓
発
や
、
適
正
な
利
用
の
た
め
の
ル
ー
ル

を
定
め
る
な
ど
の
普
及
啓
発
や
、
自
然
環
境
へ
負
荷
を
与
え

な
い
観
光
と
し
て
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

【歩道（ウッドデッキ）】 【ビジターセンター】

【公衆トイレ】

特
集

※国立公園の詳細な地図は、各自然保護官事務所、大島支庁または
お住まいの市町村役場にて確認することができます。

国立公園に指定された区域

特別保護地区
第１種特別地域

第２種特別地域
第３種特別地域 海域公園地区

普通海域

アマミノクロウサギ

アマミイシカワガエル

金作原原生林

奄美群島国立公園の指定及び公園計画決定の概要�
�

１．背景�

� 奄美群島は、特徴の異なる８つの島々で構成されており、世界的にも数少なく国内では最

大規模の亜熱帯照葉樹林、アマミノクロウサギなどの固有又は希少な動植物、琉球石灰岩の

海食崖や世界的北限に位置するサンゴ礁、マングローブや干潟など多様な自然環境を有して

います。 
� 平成 �� 年度に実施された国立公園総点検事業においては、当該地域のこれらの自然環境

が我が国を代表する傑出された地域であると高く評価され、新規に国立公園の指定を行う候

補地として選定されました。 
このような評価を受け、奄美群島について、自然環境に関する情報をさらに収集・分析し

た結果、我が国を代表する傑出した景観を有する地域として、新たに奄美群島国立公園を指

定することとしました。また、当該指定に併せて、既に指定されている奄美群島国定公園の

一部地域を本国立公園に編入し、国定公園の指定を解除します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
� � � �  
� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �  
� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �  

� ２．指定理由・公園計画の基本方針等�

 奄美群島は、次の風景形式の中で、我が国を代表する傑出した自然の風景を有する地域

であるため、国立公園に指定するものです。また、景観要素と本国立公園の特徴を簡潔

に表したテーマは次のとおりです。�

� � � 風景形式� ：多くの固有種が集中して分布する国内最大規模の亜熱帯照葉樹林の生態

系、自然性の高い河川景観、干潟・マングローブ生態系、サンゴ礁生態

系といった多様な生態系が複合的に一体となった景観�

� 主な景観要素：亜熱帯照葉樹林、砂浜、干潟、海食崖、リアス海岸、海鳥やウミガメ

の繁殖地、サンゴ礁、隆起段丘、鍾乳洞やカルスト地形、人と自然の

関わりを示す文化景観�

テ�ー�マ� � ：「生命
い の ち

にぎわう亜熱帯のシマ� ～森と海と島人
しまっちゅ

の暮らし～」�

奄美群島国立公園�
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奄美群島国立公園指定に伴う12市町村合同企画

　
国
立
公
園
は
、
日
本
を
代
表
す
る
自
然
の
風
景
地
と
し
て
、
自
然
公
園

法
に
基
づ
き
、
国
が
指
定
す
る
も
の
で
す
。
す
ぐ
れ
た
自
然
を
守
り
、
そ

の
感
動
を
味
わ
い
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
後
世
に
伝
え
て
い
く
た

め
に
、
環
境
省
を
は
じ
め
、
地
域
の
関
係
機
関
や
団
体
等
が
協
力
し
て
、

自
然
の
保
護
と
利
用
を
推
進
す
る
た
め
の
様
々
な
取
り
組
み
が
計
画
・
実

施
さ
れ
ま
す
。

　
奄
美
群
島
国
立
公
園
は
平
成
29
年
３
月
７
日
に
全
国
で

34
番
目
の
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
奄
美
群
島
12
市
町
村
合
同
企
画

奄
美
群
島
国
立
公
園
誕
生

　
　
　
　
　
　

生い
の
ち命

に
ぎ
わ
う
亜
熱
帯
の
シ
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
森
と
海
と
島し

ま
っ
ち
ゅ人の

暮
ら
し
～

施設整備事例

国
立
公
園
と
は

国
立
公
園
の
利
用

　
国
立
公
園
を
訪
れ
る
観
光
客
や
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が
適

正
に
自
然
を
体
験
し
て
楽
し
む
た
め
に
必
要
な
施
設
を
計
画

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
に
基
づ
き
公
園
事
業
と
し
て
国
や
地

方
自
治
体
、民
間
事
業
者
が
施
設
の
設
置
・
整
備
を
行
い
ま
す
。

 

　
ま
た
、
国
立
公
園
で
行
わ
れ
る
様
々
な
自
然
体
験
活
動
（
例

え
ば
、
登
山
や
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
、
野
鳥
観
察
な
ど
）
に
お
い

て
、
マ
ナ
ー
の
普
及
啓
発
や
、
適
正
な
利
用
の
た
め
の
ル
ー
ル

を
定
め
る
な
ど
の
普
及
啓
発
や
、
自
然
環
境
へ
負
荷
を
与
え

な
い
観
光
と
し
て
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

【歩道（ウッドデッキ）】 【ビジターセンター】

【公衆トイレ】

特
集

※国立公園の詳細な地図は、各自然保護官事務所、大島支庁または
お住まいの市町村役場にて確認することができます。

国立公園に指定された区域

特別保護地区
第１種特別地域

第２種特別地域
第３種特別地域 海域公園地区

普通海域

アマミノクロウサギ

アマミイシカワガエル

金作原原生林

奄美群島国立公園の指定及び公園計画決定の概要�
�

１．背景�

� 奄美群島は、特徴の異なる８つの島々で構成されており、世界的にも数少なく国内では最

大規模の亜熱帯照葉樹林、アマミノクロウサギなどの固有又は希少な動植物、琉球石灰岩の

海食崖や世界的北限に位置するサンゴ礁、マングローブや干潟など多様な自然環境を有して

います。 
� 平成 �� 年度に実施された国立公園総点検事業においては、当該地域のこれらの自然環境

が我が国を代表する傑出された地域であると高く評価され、新規に国立公園の指定を行う候

補地として選定されました。 
このような評価を受け、奄美群島について、自然環境に関する情報をさらに収集・分析し

た結果、我が国を代表する傑出した景観を有する地域として、新たに奄美群島国立公園を指

定することとしました。また、当該指定に併せて、既に指定されている奄美群島国定公園の

一部地域を本国立公園に編入し、国定公園の指定を解除します。 
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� ２．指定理由・公園計画の基本方針等�

 奄美群島は、次の風景形式の中で、我が国を代表する傑出した自然の風景を有する地域

であるため、国立公園に指定するものです。また、景観要素と本国立公園の特徴を簡潔

に表したテーマは次のとおりです。�

� � � 風景形式� ：多くの固有種が集中して分布する国内最大規模の亜熱帯照葉樹林の生態

系、自然性の高い河川景観、干潟・マングローブ生態系、サンゴ礁生態

系といった多様な生態系が複合的に一体となった景観�

� 主な景観要素：亜熱帯照葉樹林、砂浜、干潟、海食崖、リアス海岸、海鳥やウミガメ

の繁殖地、サンゴ礁、隆起段丘、鍾乳洞やカルスト地形、人と自然の

関わりを示す文化景観�

テ�ー�マ� � ：「生命
い の ち

にぎわう亜熱帯のシマ� ～森と海と島人
しまっちゅ

の暮らし～」�

奄美群島国立公園�

　
国
立
公
園
に
は
原
生
的
な
自
然
だ
け
で
な
く
、
森

林
や
農
地
、
集
落
な
ど
の
多
様
な
地
域
を
含
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
保
護
の
レ
ベ
ル
を
段
階
的
に

設
定
し
、
公
園
内
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
行
為
を
規

制
す
る
計
画
を
定
め
て
い
ま
す
。
規
制
さ
れ
る
行
為

の
種
類
や
規
模
は
公
園
の
地
種
区
分
に
応
じ
て
定
め

ら
れ
、
特
別
保
護
地
区
、
第
1
種
～
第
3
種
特
別

地
域
、
海
域
公
園
地
区
、
普
通
地
域
の
6
つ
の
地
種

区
分
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
自
然
環
境
や

利
用
状
況
を
考
慮
し
て
、
自
然
の
保
護
と
人
の
活
動

が
両
立
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

特別保護地区 ♦公園の中で、特にすぐれた自然景観を
保持し、最も厳しく行為が制限されます。

♦特別保護地区に準ずる景観をもち、現在
の景観を極力保護することが必要な地域。

♦農林漁業活動について、努めて調整を図
りながら景観を維持することが必要な地域。

♦通常の農林漁業活動については規制のか
からない地域。

♦上記地域の保護のための緩衝地域。

第１種特別地域

第２種特別地域

第３種特別地域

普通地域
届
出
制

許
可
制

規制計画
強

弱

規制

　【奄美大島、喜界島、与論島】奄美自然保護官事務所（奄美野生生物保護センター） 0997-55-8620
　【徳之島、沖永良部島】徳之島自然保護官事務所　 0997-85-2919
　鹿児島県大島支庁総務企画課　 0997-57-7215

特別保護地区・特別地域の規制内容
第１種

特別

地域

①工作物の新改増築
②木竹の伐採
③鉱物の採掘・土石の採取
④河川・湖沼の水位水量の増減
⑤指定された湖沼への汚水排出等
⑥広告物の設置・掲出・表示等
⑦野外での物の集積・貯蔵（指定物＝土石・廃棄物等）
⑧水面の埋立・干拓
⑨土地の形状変更
⑩指定された動物（虫等）・植物の捕獲殺傷、放出
⑪工作物等の色彩の変更
⑫指定された区域への立入り、車馬等の乗り入れ

第２種

特別

地域

第３種

特別

地域

特別

保護

地区

特別地域の規制に加えて、
⑬木竹の損傷
⑭木竹の植栽
⑮家畜放牧
⑯野外での物の集積・貯蔵
⑰火入れ・たき火
⑱動植物の捕獲殺傷・採取損傷、落葉落枝採取、放出
⑲道路等以外で車馬の乗り入れ
⑳指定された区域への立ち入り

お問い合わせ先

　地域の皆様のご理解とご協力
をいただきながら、皆さんと一
緒に国立公園の保護と適正な利
用の両立を図っていきたいと思
いますので、今後ともよろしく
お願いいたします。

国
立
公
園
の
保
護

　国立公園内で、これらの行為を行う際は事前に下記の問い合わせ先までご相談ください。

海域公園地区： サンゴや熱帯魚などの優れた海中の景観を維持するための地区です。指定されたサンゴの採取や主に観賞用熱
帯魚の捕獲が規制されますが、通常の漁業活動には規制がかかりません。

普通地域： 普通地域では、通常の農作業、林業、畜産業や日常生活を営むことにほとんど規制はかかりません。ただ、新たな
農地の開拓や高さ 13m 以上の大規模建築物の設置などを行う際には、事前の届出が必要です。

海域公園地区・普通地域の規制内容

海域

公園

地区

①工作物の新改増築
（★漁業に必要なもの除く。以下、同じ）

②鉱物の採掘・土石の採取（★）
③広告物の設置・掲出・表示等（★）
④指定された動植物の捕獲殺傷
⑤海面の埋立・干拓
⑥海底の形状変更（★）
⑦物の係留（★）
⑧汚水・排水の排出
⑫指定区域内での動力船使用

普通

地域

※陸・海

① 一定規模以上の工作物の新改増築
（建築物高さ 13m 又は延面積 1000㎡、鉄塔高さ

30m、送水管長さ 70 ｍなど）
②特別地域内の河川・湖沼等の水位・水量増減
③広告物の掲出・設置・表示
④水面の埋立・干拓
⑤鉱物の掘採・土石の採取
⑥土地の形状変更
　（海域では海域公園から 1㎞内のみ）
⑦海底の形状変更（海域公園から 1㎞内のみ）

わがまちスポット（市町村自由コーナー）

⑨
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まちの話題

◆
全
国 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

 

伝
達
式

　

７
月
４
日
（
火
）
全
国 

社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
強
調
月
間
に
あ
た
り
、

内
閣
総
理
大
臣
と
県
知
事
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
、
保
護
司
の
大
田
英
勝
さ

ん
、
町
政
枝
さ
ん
、
松
井
村
悦
さ
ん
か

ら
、
山
町
長
へ
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
罪
や

非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
法
務
省
が
主
唱
す
る

全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

ま
す
ま
す
住
み
よ
い
与
論
町
の
町
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
町
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

◆
運
転
免
許
証

 

自
主
返
納
者
へ
感
謝
状

　

７
月
21
日
（
金
）
全
国
夏
の
交
通
安

全
運
動
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
時
に
与
論
町
嶋

中
安
穏
協
会
（
会
長
久
留
満
博
与
論
町

副
町
長
）
か
ら
運
転
免
許
証
を
自
主
返

納
し
た
柳
田
健
一
さ
ん
と
東
富
子
さ
ん

へ
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

　

高
齢
者
に
よ
る
交
通
事
故
が
増
加
す

る
中
、
こ
れ
ま
で
も
交
通
安
全
に
務

め
、
勇
気
を
も
っ
て
運
転
免
許
証
を
返

納
し
て
い
た
だ
い
た
人
に
感
謝
の
意
を

表
そ
う
と
今
年
度
か
ら
始
め
た
取
組
で

す
。

◆
朝
戸　

元
気
七
夕
祭
り

　

７
月
23
日
（
日
）
第
25
回
朝
戸
元
気

七
夕
祭
り
（
同
実
行
委
員
長
池
田
吉

光
）
が
朝
戸
自
治
公
民
館
前
広
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
住
民
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
多

く
の
観
光
客
も
来
場
し
て
ス
テ
ー
ジ
や

出
店
な
ど
で
夏
の
夜
を
楽
し
み
ま
し

た
。

有　料　広　告
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まちの話題

◆
ヨ
ロ
ン
サ
ン
ゴ
祭
り
開
催

　

与
論
島
の
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
ヨ
ロ
ン
サ
ン
ゴ
祭
」
が
、
８
月
12
、
13
日
の

両
日
に
茶
花
海
岸
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

サ
ン
ゴ
祭
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
毎
年
恒
例
の
趣
向
を
凝
ら
し
た
団
体
の
パ

レ
ー
ド
で
開
催
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
２
日
間
に
渡
り
、
昼
・
夜
の
部
と
も
多
彩

な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、
茶
花
海
岸
の
会
場
に
は
沢
山
の
観
客
が
集
ま
り
賑
わ
い

ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
花
火
大
会
で
は
、
大
輪
の
花
火
が
次
々
と
夏
の
夜
空
を
彩

り
、
打
ち
上
げ
ら
れ
る
度
に
会
場
か
ら
は
大
き
な
歓
声
や
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま

し
た
。

◆
立
地
協
定
を
締
結

　

８
月
24
日
（
木
）
本
町
と
中
部
日
本
マ
ル
コ
（
株
）、
日
本
マ
ル
コ
デ
ー
タ
（
株
）

の
三
者
が
鹿
児
島
県
立
会
い
の
下
、
立
地
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

日
本
マ
ル
コ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
グ
ル
ー
プ
は
、
長
年
に
渡
り
ホ
ロ
ホ
ロ
鳥

の
養
鶏
事
業
に
取
り
組
み
、
人
工
孵
化
技
術
の
向
上
や
種
鳥
飼
育
方
法
の
確
立
な

ど
に
よ
り
五
百
羽
の
種
鶏
を
飼
育
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
現
在
、
ひ
な
鳥
を
約

七
百
羽
飼
育
す
る
な
ど
、
量
産
・
生
産
体
制
の
確
立
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。　

　

今
回
、
本
町
の
所
有
地
に
中
部
日
本
マ
ル
コ
（
株
）
が
食
肉
加
工
場
を
建
設
し
、

日
本
マ
ル
コ
デ
ー
タ
（
株
）
が
ホ
ロ
ホ
ロ
鳥
の
食
肉
加
工
販
売
事
業
を
展
開
す
る

た
め
の
立
地
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。　

　

こ
れ
に
よ
り
、
地
域
に
お
け
る
雇
用
の
創
出
及
び
活
性
化
は
も
と
よ
り
、
地
域

経
済
の
浮
揚
発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
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まちの話題

◆
で
っ
か
い
夢
語
り
大
会
・

 

子
ど
も
会
大
会

　

８
月
26
日
（
土
）
教
育
委
員
会
主
催

の
第
13
回
で
っ
か
い
夢
語
り
大
会
・
第

35
回
子
ど
も
会
大
会
が
砂
美
地
来
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

で
っ
か
い
夢
語
り
大
会
で
は
、
小
中

学
生
９
人
が
発
表
。
将
来
の
職
業
や
希

望
に
満
ち
た
内
容
で
会
場
か
ら
は
、
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
子
ど
も
会
大
会
は
、
12
の
子
ど

も
会
が
今
は
や
り
の
ダ
ン
ス
や
劇
を
披

露
し
、
会
場
か
ら
た
く
さ
ん
の
声
援
や

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

◆
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

 

・
役
場
新
庁
舎
建
設
説
明
会

　

８
月
30
日
（
水
）
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
平
成
29
年
度
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
と
第
４
回
役
場
新
庁
舎
建
設
説
明
会

が
開
催
さ
れ
、
町
当
局
へ
の
貴
重
な
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
新
庁

舎
建
設
説
明
会
で
は
新
庁
舎
の
基
本
方

針
と
必
要
な
機
能
・
規
模
を
示
し
た

「
与
論
町
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
」
に

つ
い
て
説
明
を
行
い
、
ご
出
席
い
た
だ

い
た
町
民
の
皆
様
の
貴
重
な
ご
意
見
を

頂
戴
し
ま
し
た
。

◆
Ｒ
Ａ
Ｃ　

Ｄ
Ｈ
Ｃ
８-

Ｑ
４
０
０
Ｃ
Ｃ

 

与
論 

初
就
航
セ
レ
モ
ニ
ー

　

９
月
１
日
（
金
）、
琉
球
エ
ア
ー
コ

ミ
ュ
ー
タ
ー
（
Ｒ
Ａ
Ｃ
）
の
与
論

－

那

覇
線
に
離
島
物
流
の
充
実
を
目
的
に
貨

物
室
容
量
が
従
来
機
の
２
．
５
倍
に

な
っ
た
新
機
の
就
航
セ
レ
モ
ニ
ー
が
あ

り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
山
与
論
町
長
、
Ｒ
Ａ
Ｃ
の

伊
礼
社
長
を
は
じ
め
物
流
、
観
光
、
行

政
関
係
者
ら
が
横
断
幕
を
掲
げ
る
前
で

那
間
子
ど
も
園
の
12
名
の
園
児
が
元
気

よ
く
エ
イ
サ
ー
を
踊
り
就
航
を
祝
い
ま

し
た
。

◆
農
業
委
員
会
か
ら
表
彰

 　

９
月
４
日
に
与
論
町
役
場
仮
庁
舎
に

て
、
農
業
委
員
会
会
長
の
退
任
に
伴
う

表
彰
永
井
弘
さ
ん
（
現
：
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
）
と
優
秀
農
業
委
員
の

表
彰
、
白
石
茂
一
さ
ん
（
現:

農
業
委

員
会
会
長
職
務
代
理
者
）
の
表
彰
が
あ

り
ま
し
た
。
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お知らせ

与論町営定住促進住宅「サンセット 江ヶ島」

 ９月１日から入居者募集開始！

　与論町では、移住定住の促進、被災者等の住宅支援及びふるさと留学生の受け入れ促進を目的

として、与論町営定住促進住宅を整備しました。

　この定住促進住宅は、旧九州電力株式会社の社宅を与論町が買い取り整備した鉄筋コンクリー

ト造３階建てで６世帯が入居可能です。

　また、移住者の定住促進を目的としているため、入居できる方は島外在住の方で、入居可能な

期間は原則２年間となっています。

与論町営定住促進住宅の概要

　名　称　与論町営定住促進住宅（サンセット江ヶ島）

　位　置　鹿児島県大島郡与論町立長296番地1（旧九電社宅）

　構　造　鉄筋コンクリート３階建

　戸　数　６戸（戸当たり床面積　61.94㎡）

　間取り　３ＤＫ（６畳２部屋、４畳半１部屋、浴室、洗面所、トイレ、バルコニー）

　駐車場　あり

　家　賃　35,000円（共益費1,000円）　敷金２ヶ月分

入居資格（次のいずれかに該当する方）

　①与論町に永く居住する意思をもって島外から移住しようとする方

　②被災等の理由により住宅を失われた方

　③ふるさと留学生制度で与論町の中学校高校へ入学を希望される方

・申込方法並びに問合せ先

　与論町総務企画課（0997-97-3111）へお問い合わせください。

　与論町公式ホームページ（http://www.yoron.jp）にも掲載しておりますので、ご覧ください。
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お知らせ

平成29年度一般コミュニティ助成事業について

数量

　近年は、座卓よりも腰掛机を利用することが多くなり、折りたたみ椅
子が不足していました。

　年間を通して広く公民館を利用していただき、熱中症対策としてもエ
アコンを導入する運びとなりました。

　那間集落では、敬老会や産業祭など様々な行事を行っています。音
響機器を導入できたことで、出演者や観客が更に楽しめる郷土芸能や
演目が増えると考えています。

導入目的

　那間自治公民館は、平成29年度一般コミュニティ助成事業により、下
記の備品を宝くじの助成金で整備しました。
　この事業は、一般財団法人自治総合センターが、宝くじの社会貢献
広報事業として、宝くじの受託事業収入を財源として実施しているコミュ
ニティ助成事業です。（総務企画課）

備品名

折りたたみ椅子

壁掛けエアコン

音響機器一式

折りたたみ椅子 

壁掛けエアコン 

スピーカー 

ミキサー 
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お知らせ

ふ
る
さ
と
納
税

寄附金額 888万円
寄附件数 221件

※公開を了承いただいた方のみ公表しております
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お知らせ
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戸籍の窓

戸
籍
の
窓

※
出
生
、
死
亡
、
婚
姻
と
も
掲
載
許
諾
を
頂

い
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
敬
称
略
）

　
　

（
氏
名
・
保
護
者
・
集
落
）

■
６
月
届
出
分

　
　

山　
　

千せ
ん

珠じ
ゅ　

　

忠　
　
　

茶
花

　
　

岩
山　

蓮れ
ん　

　
　

勝
志　
　

茶
花

　
　

枦
山　

希き

乃の　
　

倫
太
郎　

茶
花

　
　

田
畑　

咲さ
く

弥や　
　

貴
充　
　

茶
花

　
　

飯
沼　

優ま
さ

斗と　
　

亜
樹　
　

東
区

　
　

谷
山　

道み
ち

香か　
　

一
道　
　

那
間

　
　

長
尾　

泉
い
ず
み　

　
　

和
成　
　

那
間

　
　

小
髙　

那な
ご

和み　
　

宇
志　
　

茶
花

■
７
月
届
出
分

　
　

山　
　

海か
い

晴せ
い　

　

光
太
郎　

叶

　
　

白
石　

優ゆ
う

佳か　
　

将　
　
　

立
長

　
　

南　
　

和か
ず

真ま　
　

佳
之　
　

那
間

■
８
月
届
出
分

　
　

吉
川　

悠ゆ

莉り

彩あ　

盛
一
朗　

茶
花

　
　

（
氏
名
・
享
年
・
集
落
）

■
６
月
届
出
分

　
　

吉
川　

里
好　
　

80
歳　
　

茶
花

　
　

池
田　

暢
秀　
　

97
歳　
　

那
間

　
　

山
口　

マ
ツ　
　

80
歳　
　

那
間

　
　

田
畑　

則
雄　
　

82
歳　
　

那
間

　
　

野
口　

信
英　
　

93
歳　
　

立
長

　
　

吉
川　

ナ
ヘ　
　

98
歳　
　

茶
花

　
　

野
田　

弘
房　
　

75
歳　
　

茶
花

　
　

（
氏
名
・
地
区
）

■
６
月
届
出
分

　
　
　

柳
田　

国
広　
　

  

茶
花

　

    

加
藤　

あ
ゆ
み    

西
区

■
７
月
届
出
分

　
　
　

大
内　

克
仁　
　
　

茶
花

　
　
　

十
河　

玲
奈　
　
　

茶
花

　
　
　

港 　

 

猛
律　

 　

 

立
長

　
　
　

川
畑　

美
佐
代　
　

西
区

　
　
　

池
田　

拓
也　
　
　

朝
戸

　
　
　

市
来　

博
美　
　
　

朝
戸

■
９
月
届
出
分

　
　
　

森　
　

隼
樹　
　
　

茶
花

　
　
　

芝
田　

衣
里　
　
　

茶
花

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に

平
成
29
年

６
月
～
９
月

【ひとの動き】

(平成29年９月末現在 )

人口：5,296人

( 男 :2,571人　女 :2,725人 )

世帯数：2,588世帯

29年９月分　

　転入 :９人　転出 :６人

　出生 :５人　死亡 :５人

　
　

山
田　

雛ひ
な

子こ　
　

隆
治　
　

那
間

　
　

野
網　

勘か
ん

八ぱ
ち　

　

秀
和　
　

西
区

■
９
月
届
出
分

　
　

富　
　

絆き
づ
き喜　

　

啓
彰　
　

茶
花

　
　

嶺
島　

滉ひ
ろ

歩と　
　

照
和　
　

茶
花

　
　

竹
内　

大だ
い

喜き　
　

浩
一　
　

茶
花

　
　

先　
　

多た

ま

な愛　
　

秀
和　
　

城

　
　

山
野　

愛あ
い

之の

助す
け　

隆
治　
　

茶
花

■
７
月
届
出
分

　
　

川
上　

修
一　

  

58
歳　

茶
花

　
　

原
田　

健
藏　
　

82
歳　

那
間

　
　

竹
下　

清
新　
　

91
歳　

古
里

　
　

本
畑　

敏
雄　
　

72
歳　

城

　
　

阿
多　

ハ
ツ
子　

89
歳　

那
間

　
　

白
尾　

元
友　
　

81
歳  

朝
戸

　
　

沖　

富
持
保　
　

93
歳　

那
間

■
８
月
届
出
分

　
　

徳
田　

安
子　
　

85
歳　

朝
戸

　
　

山　

梨
々
花　
　

16
歳　

茶
花

　
　

堀
田　

直
常　
　

86
歳　

立
長

　
　

嶺
山　

勝
男  　

73
歳　

城

■
９
月
届
出
分

　
　

山
下　

タ
ケ　
　

91
歳　

那
間

　
　

竹　

恵
美
子　
　

108
歳　

那
間

　
　

平
田　

カ
メ　
　

102
歳　

東
区

　
　

本
山　

ウ
ト　
　

88
歳　

城
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